













	 現実に生きる人間を観察する眼差しの冷徹さ。スピノザ（Spinoza,Baruch de 
1632-1677）の著書を繙くときに心打たれるのは、まさにこのことによってで






























































Spinoza et l’Imaginaire, p.146, PUF, 1983, Paris)と述べている。理性知に基づく共同性構
築の構造については、拙稿「自己保存を肯定する共同性構築は可能か――スピノザ
における共同性思想と相互承認論の可能性」（教育哲学会編『教育哲学研究』第 116


































                                                             




































































                                                             
3 以下の叙述については、拙稿「永遠の相における観照と至福――スピノザにおける
個物と無限なものとの関係について」（東北教育哲学教育史学会編『教育思想』第 43































































































































































































































































                                                             
4 こうした聖書批判の手続について、ハンス-ゲオルク・ガダマーは『真理と方法』に
おいて、解釈学に連なるものとして言及している（Vgl. Han-Georg Gadamer, Wahreheit 
und Methode, S.169, Mohr, 41975, Tübingen)。これに対して、アンドレ・トゼルは、ガ
ダマーと同様に、聖書を自然現象との類比で解明しようとするスピノザの所作を確
認した上で、スピノザにおいて目ざされていたのは現象（文字）の正確な理解であ
り、隠された意味の理解ではないと述べ（cf. André Tosel, Spinoza ou le crepuscule de la 




































                                                             
5 ベルトランは、普遍的信仰の教義について、「普遍的教義の意味は、人々に満足すべ
き仕方で、彼らの実践と互いの関係を規則づける信仰を提供し、社会的生を想像的







































































                                                             



























































































































                                                             
8 このような、不完全性から完全性への移行の手立てとして、まずは想像知による共
同性の樹立を目ざしたことには、スピノザの教育的配慮があったとベルトランは指
摘している。「この手続きはたしかに教育学的配慮に応答している。もし哲学者が、
まだ十全な用語で第二種認識に到達していない人々に向うとすれば、彼らはこの言
語を理解しない。彼らを、彼らの知性がまさにこのこと［理性知］に関して哲学者
の歩みを把握できる点にまで導くためには、彼ら自身の言語に依拠すべきである」
（Bertrand, ibid., p.133）。ただし、こうしたスピノザの教育学的配慮について、上野
修は、想像知と理性知（敬虔の領域と哲学の真理）の間に、いかなる移行もスピノ
ザが認めていなかったことを根拠にして、批判している(上野前掲書、112 頁)。筆者
には、上野の解釈には、完全性と不完全性を連続の相の下に捉えていたスピノザの
発想がやや反映されていないように思われる。 
-19- 
あることを示した。『神学政治論』からの引用は TTP と表記し、『政治論』か
らの引用は TP と表記の上、いずれもローマ数字で全集の巻数を示し、アラ
ビア数字で全集の頁数を示した。ホッブズの『市民論』からの引用は、ラテ
ン語版ホッブズ全集に依り、H.と略記の上、ローマ数字で巻数を、アラビア
数字で頁数を示した。なお、引用文中の[	 ]および傍点は筆者による補足で
ある。訳出にあたっては諸訳を参照したが、引用文は筆者による試訳である。 
